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No 作品名 制作年 サイズ 素材/技法 価格(税抜) 価格(税込)

1 REFOREST 2020 750×5000×80 鉄 毛糸 ダンボール 黒染め ¥1,200,000 ¥1,320,000

2 めぐみの水 2020 1300×1050×100 鉄 毛糸 黒染め ¥400,000 ¥440,000

3 Tierra 2020 800×2300×1400 鉄 ステンレス 錆 ¥350,000 ¥385,000

4 My Meditation 2020 800×800×100 鉄 木 毛糸 糸 銅 ¥500,000 ¥550,000

5 舞う羽根 2020 365×365×30 鉄 銅 ステンレス ¥200,000 ¥220,000

galerieH 〠103-0024 東京都中央区日本橋小舟町7-13-2F  ☎ 03-3527-2545  ✉ info@galerie-h.jp



三木瑛子展「Our First Meditation」2020.12.6(sun) - 12.19(sat) 

=REFOREST= 

2013年の冬、私はドイツに住んでいました。 
乾いた空気を肌で感じながら、部屋の窓から白茶けた緑の草地と弱々しく線の細い木々を 
毎日見つめていると、私は自ずとアマゾン熱帯雨林の潤いのある自然のことを考えていました。 
その時からアマゾンを訪れる夢が膨れあがり、様々な文献を通してアマゾンの大自然にある 
ダイナミックな水の循環や生き物の多様性、そこに住む原住民の人たちの深い思想と文化に 
ついて知ると同時に、今アマゾンの抱える森林破壊の問題を知るようになりました。 
不法な伐採、鉱山開発、牧場や農地の開拓。 
それには、私たち日本を含む先進国の消費がとても深く関わっています。 
自分の手にするモノがどこからどのように来たものなのかわからないことが当たり前になって 
しまった社会ですが、私たちはいつも世界の反対側とつながりがあるということ忘れては 
ならないと思いました。 
今年の夏は、アマゾンでのアートのワークショップに参加する予定でしたが、世界の情勢が一変し、 
私のアマゾンへ行く夢も延期になってしまいました。 
そしてこのパンデミックの中で、アマゾンの森林はさらに破壊が進み、大自然を一時的な利益に 
引き換える動きはさらに加速されました。 
 
「REFOREST」の作品は、生き物全てを潤す水の循環を担う緑を取り戻したいという願いを 
込めています。 
私たちが豊かな心と明るい未来を思い描く時、それは野の草が太陽を浴びて大地のエネルギーを 
吸収しながら自然と鮮やかな緑に育つようなイメージであり、私たちはいつも自然と共にある 
存在だと感じています。 
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三木瑛子  MIKI eiko 

1986　 千葉県生まれ 
2012    東京藝術大学美術学部工芸科鍛金専攻 卒業 
2013-14 ドイツ・ハレ Burg Giebichensteinジュエリークラスへ留学 
2015    東京藝術大学大学院美術研究科工芸専攻鍛金 修了 

［主な展覧会］ 
2020 
「三木瑛子-Our First Meditation-」展 galerieH/東京 
2019 
「三木瑛子-太陽にうたう-」展 galerieH/東京 
「三木瑛子-旅の途中で-」展 ギャラリーARCOT,Museo Casa Grau/ボゴタ 
「第10回星稜美術展」ホテル椿山荘アートギャラリー/東京 
「想造の庭 箕輪茉海 三木瑛子二人展」プラザノースアートギャラリー/埼玉 
2018 
「干支もの -亥-」 八雲茶寮/東京 
「三越×藝大 夏の芸術祭」 三越日本橋本店/東京 
「つくえの上のうれしい」展 桃林堂画廊/東京 
2016 
「日常になかった金属のカタチ」展 ギャラリー5610/東京 
2013 
「ストリート！2013」展 上野駅Breakステーションギャラリー/東京 

［主な受賞］ 
2012 原田賞 


